
｢考える社員｣育成法

■“考えない社員”は組織が作り出している？

「少しは自分で考えたらどうなんだ」と部下を叱り
とばしたい管理者は多いことだろう。実際，人事部で
も「人材の思考力低下」を最近の課題に挙げる声は少
なくない。しかし，そこで拙速に「思考力を高める研
修」などを打ち出そうとすると，罠に陥る危険性があ
る。真意や実態をよく見極めるプロセスを経ずに，解
決の手段を経験や出来合いに頼るとき，「浅さ」に拍
車がかかってしまうのだ。
そもそも効率を重視し，深く考えなくても済む仕事
の仕組みを作ってきたのは会社である。また，いちい
ち説明しなくても分かるという程度に同質化が進んだ
組織では，工夫の必要に迫られないのだから，普通は
考えなくなって当然だ。“考えない社員”は組織が作
り出してきたとも言える。
では，「考える社員」を増やすにはどうしたらいい

のか。部分的，一時的にでも効率最重視の発想を切り
替え，会議などでのコミュニケーションスタイルを変
え，中長期的に取り組む必要がありそうだ。要するに
組織を変える覚悟がいる。よく考えながら
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を探りたい。 （編集部）
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